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第 2 章に :f.lいては，像修正操作が適切に設計された修正重みによる離散たたみ込みに表現でき，こ
の実現法として ISAP 法と IPAS 法があることを述べている。つぎにこれら 2 方法の光電変換方式に
よる構成法について述べ，それぞれの単独方式では高度な像修正処理ができないことを示し，第 4-章
で述べる併用方式の位置づけを行っている。





第 4 章にわいては，修正重み再分割 ISAP-IPAS 併用法を新しく提案し，ごの方式が処理像のコ
ントラストからみて勝れていることを示している。またこの方式においては，修正重みの再分割の方
法がコントラストに大きく影響を及ぼすため，最適な分割設計法も併せて示している。









第 7章においては，第 5 章でのベた修正処理装置によって，実際の焦点外れぼけ像を修正した結果










( ?) ISAP 法を遅延線で， IPAS 法を信号蓄積管で同時に実現し，さらに修正重みを再分割すること
で画像の処理枚数を大幅に増せることを見出した。
( iii) 低域周波数領域の特性を改善するための修正重み関数設計法を示した。
このように本論文は，電子工学の進歩に大きく貢献するものであり，博士論文として価値あるもの
と認める。
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